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その結果生じる降雪を伴う雲システムに着目しなが

ら，オホーツク海南西部で行われた高層気象観測，航

空機観測及び数値モデルを用いて明らかにする．具体

的にはゾンデデータを使用した熱収支解析，可視・赤

外カメラによる海氷の画像解析，混合層内における流

線熱収支解析，観測値を初期値とした数値計算により

開水面を含む海氷域の気団変質過程を調べた．

　これらの解析の結果，風上の開水面では周りの海氷

域よりも10～100倍の乱流フラックスが供給され，その

風下方向の変化は風上に存在する開水面の面積に依存

することが明らかとなった．これは風上の気団変質に

よって風下では大気一海洋間の温度差が小さくなり，そ

の結果顕熱フラックスが減少するためである．さらに，

開水面が風上に存在すると雲がより風上の海氷上でも

形成され，その結果海氷上では雲底からの長波放射の

効果によって，海氷域及び氷縁域で失われる正味の熱

フラックスが減少することが明らかとなった．これは

風によって海氷域が拡大する際に生じるポリニア（海

氷域中の開水域）及び無数のリードが，氷縁での海氷

生成とそれによる海氷域の拡大を抑制する効果がある

ことを示唆する．
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月例会「第46回山の気象シンポジウム」のお知らせ

日時：平成14年6月15日（土）13時30分から

場所：品川区立総合区民会館（きゅりあん）

　　　　5階第2講習室

　　　　東京都品川区東大井5－18－1

　　　　JR京浜東北線大井町駅東口すぐ前

　講演希望の方は演題に200字以内のアブストラクト

をつけて4月末までに下記に郵送して下さい．

　　　　　　　　　　　　記

〒182－0036　東京都調布市飛田給2－26－25

　　　　　　小岩　清水気付　山の気象研究会

78 “天気”49．2．


